
取り組みの記録 

 

【2024 年度の主な取り組み】 

 ○「東経の森」再生整備 

高木の巨木・老木化や下草の繁茂により暗化が進み、近年のカシノナガキクイムシ被

害により多くの大木が枯損した「東経の森」の再生整備に着手しました。森全体にわた

り下草刈り、ササ刈りと中高木の間伐を行い、林床に太陽の光が届き若木が生育できる

環境を整えました。また、後日の幼木植付けのためにコナラのポット苗を育てていま

す。この整備作業にはＳＤＧｓ学生委員会の学生も参加し、技術者の指導の下、初めて

の鎌や鋸を手に、生い茂る笹や間伐木の処理に取り組みました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学生（ＳＤＧｓ学生委員会）の活動 

▼地産地消と都市農業の持続可能性をめぐる取り組み 

 SDGs学生委員会では、大学の地元・国分寺市の緑地の多くの部分を占める都市農業を応

援し、持続可能性を高めるための活動を行っています。その農産物の愛称「こくベジ」の

価値を高め、より多くの人に手に取ってもらうことを目的に、国分寺駅ビルの国分寺マル

イと協働して、「第 1回こくベジまつり」（マルイ 1F催事フロアにて 7月 20日からの 2日

間）の開催・運営に協力しました。フロアを農園に見立てた産直販売、こくベジを利用し

たお弁当やスイーツの販売など、多彩なブースが設けられ、多くのお客様が訪れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 さらに、11月の本学学園祭（葵祭）では、地産地消の意義とこくベジの魅力をアピール

するための模擬店を開き、国分寺市内の農家から仕入れたサツマイモを使ったスイーツ

（大学芋）を販売して、多くのお客様に手に取っていただきました。そこで得た収益は、

すべて国分寺市社会福祉協議会の福祉事業へ寄付しています。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

▼国分寺駅ビルの CELEOとのコラボ事業「サステなぶんじ」 

 駅ビルを運営する株式会社 JRコミュニティデザインの CELEO（セレオ）との協働事業と

して、SDGs学生委員会が「サステなぶんじ」（11月 23日、24日）に参加するのは 3年目

となりました。2024年度のテーマは、ワークショップについては「キャップ to the 

future」、スポットラリーについては「自分ごと化プロジェクト」と定め、いずれも”アッ

プサイクル”が大きなテーマとなっています。 

 ワークショップでは、普段飲んだら捨ててしまうペットボトルのキャップを再利用し

て、フェルト等を使って装飾しつつ動物などの絵を描いたキャップマグネットづくりを参

加者に体験していただきました。 

 スポットラリーでは、館内の複数の店舗にチェックポイントを設置して、そこにアップ

サイクルにかかわるクイズを用意しました。参加者はそれぞれのポイントをめぐってゴー

ルをめざすという流れになります。 

 2つの企画には、2日間で 140人を超えるお客様に参加していただきました。 

  

 

 



○東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会フォーラム「産官学民の協創による脱炭素地域

戦略～国分寺からの発信～」 

 

 このフォーラムは、東京経済大学・国分寺地域連携推進協議会

が主催し、東京むさし農業協同組合（JA）や東京ガス株式会社、

東日本電信電話株式会社、株式会社日立製作所研究開発グループ

などの協賛により実現しました。 

 今回のテーマは、国分寺市を舞台にした「GX（グリーントラン

スフォーメーション）スタートアップシンポジウム」と位置づ

け、産官学民の協創による脱炭素地域戦略として、国分寺ならで

はの脱炭素の取り組みを進める上で「こくベジ」を切り口にした

議論が展開しました。研究者や JA、東京ガスによる基調講演の

第 1部と、各企業、農業者が討論をする第 2部のパネルディスカ

ッションの 2部構成で行われ、会場のリオンホールが満杯となる

150名を超える参加者が集いました。 

 フォーラムでは、農地がもつ多面的機能とともに脱炭素に大き

な貢献しうるということ、そしてこくベジが省エネと非常にマッ

チしていること、今日の「食の安全保障」が叫ばれる時代の地産地消の可能性などについ

て講演者から提言されました。ディスカッションでは、農業者のみならず、飲食業、通信

業、電気機器のメーカーまでもがこくベジを基軸に連携が可能であることが語られ、地域

活性化および安全・安心のまちづくりとこくベジの未来の可能性についても議論が展開

し、有意義なフォーラムとなりました。 

 

 

 

 



○国際シンポジウム「グリーントランスフォーメーションにかける産業の未来」 

 

 国際シンポジウムは、本学学術研究センターの助

成を受けて企画されたもので、北京市人民政府参事

室や China REITs Forumなどの後援により、本学大

蔵喜八郎進一層館にて開催されました。産業界で活

躍する企業人や国内外から 180人を超える参加者を

いただき、熱い議論が交わされました。 

 今日、気候変動や資源枯渇など地球規模の環境問

題の顕在化により、産業界も環境負荷の低減などの

大変革を迫られています。本シンポジウムでは、そ

れらを単に強いられた負荷と受け止めるのではな

く、新たなビジネスを生み出すチャンスと捉え、環

境保全と持続可能な発展の両立をめざすグリーント

ランスフォーメーション（GX）の意義をメインテー

マに掲げています。 

 今回、日中の産業界の最前線の企業人、さらに日本政府・中国政府の GXを推進するトッ

プらに講演者としてお越しいただき、基調講演「迫り来る GX時代」、セッション 1「GXに

かえる日中の取り組み」、セッション 2「GXが拓くイノベーションインパクト」という 3部

構成による重厚なディスカッションが行われました。5時間にわたる長時間のシンポジウ

ムでしたが、充実した内容に最後まで離席者がほとんどいないほど、緊張感のあるシンポ

ジウムとなりました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



○照明のＬＥＤ化（継続） 

年次計画で実施している照明のＬＥＤ化について、2024 年度は、６号館７階会議室、６

階共同研究室、地階メディア工房及び外灯５箇所について実施しました。これにより、国

分寺キャンパス全体のＬＥＤ化率は約 68％となりました。 

また、武蔵村山キャンパスでも、学生ホール、事務所、医務室 

及び外灯のＬＥＤ化を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ボトルフィラー型冷水機（４台）の導入 

昨年度に引き続き、冷水機の更新時に、ボトルに汲めるタイプ

の冷水機を設置しました。これで、全 21 台の給水機のうち 8 台

がボトルフィラー型となり、別に設置している純水給水器 5 台

とあわせ、マイボトルに汲めるタイプの冷水機が国分寺キャン

パスで 13 台となりました。 

 

 

 

 

 

【過年度の主な取り組み一覧】 

年度 主な取り組み 

2024 年度 

ＮＥＷ！ 

 

【照明】６号館７階会議室、６階共同研究室ＬＥＤ化  

【照明】６号館地階メディア工房ＬＥＤ化 

【照明】国分寺キャンパス内外灯照明ＬＥＤ化（５箇所） 

【３Ｒ】冷水機をボトルフィラー型に更新（１号館４階、６号館２・４階、図書館１階）   

※2024年度国分寺キャンパスＬＥＤ化率約 68％  

2023 年度 

 

【照明】第三研究センターＬＥＤ化  

【照明】６号館教室（３・４・５階）、ＬＥＤ化 

【照明】国分寺キャンパス内外灯照明ＬＥＤ化（６箇所） 

【３Ｒ】冷水機をボトルフィラー型に更新（１号館３階、１００周年記念館地下）   

※2023年度国分寺キャンパスＬＥＤ化率約 63％ 



2022 年度 

 

【照明】第一研究センターＬＥＤ化 ※第一研究センターＬＥＤ化完了 

【照明】６号館事務室（１・２・５階）ＬＥＤ化 

【照明】国分寺キャンパス内外灯照明ＬＥＤ化（６箇所） 

【３Ｒ】冷水機をボトルフィラー型に更新（６号館３階、５階）   

※2022年度国分寺キャンパスＬＥＤ化率約 56％ 

2021 年度 【照明】１号館全教室ＬＥＤ化 ※機械室等除き、１号館ほぼＬＥＤ化完了 

【照明】第二研究センターＬＥＤ化 ※機械室等除き、第２研究センターほぼＬＥＤ化完了 

2020 年度 新型コロナウイルスの影響により入構制限等を実施。特に大きな取り組みなし。 

2019 年度 【照明】５号館大・中教室（計 10 室）ＬＥＤ化 

【照明】１００周年記念館地下廊下等ＬＥＤ化 

【照明】国際交流会館居室・共用部ＬＥＤ化 ※国際交流会館ほぼＬＥＤ化完了 

【３Ｒ】自社内で回収した古紙からトイレットペーパーを製造販売する業者へ切り替え 

（学内の古紙回収→学内で使用するトイレットペーパー） 

2018 年度 【照明】第１研究センター・第３研究センター 一部研究室ＬＥＤ化 

【照明】５号館ＰＣＬ自習室ＬＥＤ化 

【照明】街灯照明のＬＥＤ化（６か所） 

【照明】６号館トイレ・エントランス天井照明ＬＥＤ化 

2017 年度 【空調】２号館空調設備省エネ改修<第２期工事>（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【空調】２号館日射調整フィルム貼付 

【照明】２号館教室等ＬＥＤ化 

【照明】街灯照明のＬＥＤ化（６か所） 

【禁煙】受動喫煙防止のため、喫煙所２箇所（図書館東側・葵陵会館２階）を煙が外に出にくいように整備 

2016 年度 【空調】２号館空調設備省エネ改修<第１期工事>（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【地下水保全】雨水浸透枡 設置（第３研究センター・学生会館・学生厚生会館 各周辺計６か所） 

2015 年度 【空調】学生会館・学生厚生会館 網戸設置 

【照明】学生厚生会館 トイレ照明器具ＬＥＤ・人感センサー改修 

【空調】第３研究センター 空調設備省エネ改修<第２期工事>（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【照明】第３研究センター 共用部照明器具ＬＥＤ・人感センサー改修 

【地下水保全】雨水浸透枡 設置（学生会館・正門桜並木・葵陵会館・１号館 各周辺計１０か所） 

【禁煙】喫煙スポットをさらに縮小。３箇所→２箇所 

2014 年度 【空調】第３研究センター空調設備省エネ改修<第１期工事>（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【照明】旧図書館の大倉喜八郎進一層館へのリニューアルに伴い全館ＬＥＤ改修 

【節水】旧図書館の大倉喜八郎進一層館へのリニューアルに伴いトイレ節水化改修 

2013 年度 【空調】６号館空調設備省エネ改修<第２期工事>（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【空調】学生厚生会館空調設備省エネ改修 

【空調】２号館 網戸設置 

【照明】２号館・学生会館 トイレ照明器具ＬＥＤ・人感センサー改修 



 

【照明】６号館階段通路誘導灯の人感センサー化 

2012 年度 【新築】新５号館の使用開始（建築環境総合性能評価システム CASBEE S ランク） 

【新築】2013年度竣工予定の新図書館（CASBEE Sランク）が国土交通省「住宅・建築物省 CO2先導事業」

に採択 

【空調】６号館空調設備省エネ改修<第１期工事>（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【空調】第一研究センター空調設備省エネ改修 

【照明】１号館照明器具ＬＥＤ改修（経産省「建築物節電改修支援事業費補助金」採択） 

【電力】電力契約をＰＰＳ（特定規模電気事業者）に切り替え、クリーンエネルギー化。 

【保全】エコキャンパス推進委員会内に「森と水プロジェクト」部会始動 

【禁煙】受動喫煙防止のため、喫煙スポットを縮小。4 月６箇所→5 箇所、６月 5 箇所→4 箇所、12 月 4 箇

所→3 箇所。 

2011 年度 【運用】東日本大震災による節電の取り組み 

【空調】葵陵会館・学生会館・守衛所 空調設備省エネ改修 

【節水】１号館トイレ節水化改修 

【３Ｒ】「ごみけしくん（生ごみ処理器）」の試用[エコミーティング] 

【３Ｒ】学園祭「ごみステーション」の設置で分別の徹底化を開始 [エコミーティング] 

【３Ｒ】落葉堆肥化集積箱の設置（もやせるごみの削減）[エコミーティング] 

【３Ｒ】純水給水器の設置とマイボトル運動 [エコミーティング] 

【３Ｒ】ごみゼロの日（5/30）クリーンキャンペーン（清掃活動）の実施 [エコミーティング] 

【禁煙】禁煙推進の一歩として、受動喫煙の危険性が低い、葵陵会館２階テラスに喫煙コーナーを移設。 

2010 年度 【空調】１号館空調設備省エネ改修（国交省「建築物省エネ改修推進事業」採択） 

【運用】６号館サーバー室の省スペース化による、24時間空調 1 室分の停止。 

【運用】ゴーヤグリーンカーテンの設置 [エコミーティング] 

【節水】節水器具の採用（２号館・６号館・葵陵会館・学生厚生会館・学生会館のトイレ、100 周年記念館

シャワー室） 

【３Ｒ】旧５号館（取り壊し）の自動ドアを１号館入試課、第三研究センター入口で再利用。 

【３Ｒ】雨傘除水機の採用による、傘袋ごみの発生抑止。各建物に順次設置。 


